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校  訓 耕学一如 冷暖自知 

教育目標 自律 創造 奉仕 学校教育目標 

スクール・ミッション 

 持続可能な食・農・環境・地域を目指す学習を通して、自らの力で人生を拓き、広く社会に貢献する

人材を育成する学校 

学 校 自 己 評 価  学校関係者評価 

学校自己評価実施計画 達成状況と改善策  実施日 令和 7 年 1 月 21 日 
本年度の重点目標 具体的方策 方策の評価指標 方策の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  評価委員からの評価・意見等 

○主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた

授業の実践 

(生徒の ICT 活用含む) 
 

探究心を刺激する取り組みや、電

子黒板をはじめとする ICT 機器

などの活用によって、生徒の興

味・関心をより高める授業を展開

し、生徒自身も応用するなど、「主

体的・対話的な学び」につながる

よう工夫する。 

生徒アンケート「情報端末（タ

ブレット）など ICT 機器を有

効活用しながら、自ら学ぶ意欲

を持って授業をはじめとする

学習に主体的に臨んだ」割合  
・70%以上 A 
・50％以上 B 
・50%未満 C 

生徒アンケートで、Ａ 
（そう思う）Ｂ（大体そう

思う）が 60.7％であった。

昨年度よりも電子黒板の

活用が進み、Forms を利用

しての意見の共有や、

Teams を用いた課題の提

出など、工夫が見られた。 

 生徒のタブレット端末など

ICT の効果的な活用を行う

ためにさらなる授業改善が

求められる。また、ICT 活

用に苦手意識をもっている

教員に対する支援を行うこ

とも必要である。 

 ・ＩＣＴの活用について義

務教育から比べたら少ない

ようにも感じるがタブレッ

トばかりではなく対話での

授業展開もアットホームな

雰囲気があり調和がとれて

いると感じた。 

・授業研究週間報告につい

て最高値を 5 回以上にする

必要があるのか。先生方の働

き方改革を考えれば 3 回以

上で十分ではないか。 

 

 
 
Ｂ 

 
 
 
 
Ｂ 

 

生徒が新しい時代を生きるため

に必要となる「深い学び」の実現

に向けた質の高い授業を行うた

め、同僚の授業を相互に参観し、

授業技術の向上につなげる。 

授業研究週間における年間

の授業見学の回数（平均） 
・5 回以上 A 
・3 回以上 B 
・3 回未満 C 

授業研究週間（6 月・11
月実施）における授業

見学報告書の集計結果 
対象職員平均 3.2 回 
 

 
 
Ｂ 

特に 11 月が 6 月と比べて半減

に近く、昨年度 4.3 回、一昨年

3.8 回を下回る結果である。次

年度は互いに見学しやすい時

期を再検討する。また我々教員

の更なる自己研鑽が望まれる。  

 

○発達支持的生徒指導

の充実（「させる指導」

から「支える指導」へ） 

相談しやすい雰囲気の中で面談

を実施することで、生徒の様々な

悩みに気づき、寄り添い、いじめ、

不登校を早期発見し、未然に防止

する。 

生徒アンケート「相談でき

る先生がいる」生徒の割合 
・80％以上 A 
・70％以上 B 
・70％未満 C 

生徒アンケートで「相

談できる先生がいる」

が 70.8％であった。昨

年度に比べて 1.8％増

加した。 

 
 
B 

 
 
 
 
 
B 

年 4 回の面接週間を設定し、生

徒の悩み等を早期に発見でき

る体制をつくることができた。 
更に、担任・副担任だけでなく

組織的に対応する体制づくり

を推進していきたい。 

・生徒アンケート結果より

学科別生徒の回答に差があ

ると感じた。また学年間でも

差はあるが、学年が上がる毎

に信頼関係が構築されてい

るのはとても良い。1 年生の

体制づくりもさらに推進し

ていただきたい。 

教育課程内外の様々な教育活動

において、生徒の良さや可能性を

見いだし、生徒自身が自己存在感

や自己肯定感を感じながら学校

生活が送れるよう支援する。 

生徒アンケート「学校生活の中

で自分を好きになったり、自分

が成長したと実感できたりし

たことがある」生徒の割合 
・80％以上 A 
・60％以上 B 
・60％未満 C 

生徒アンケートで、Ａ 
（そう思う）Ｂ（大体そう

思う）が 69.5％であった。 

 
 
B 

日常的な生徒指導や教育相談

等の研修を通して、教員に発達

支持的生徒指導の考え方が定

着しつつあると考えられる。今

後も多様な生徒に寄りそいつ

つ、生徒の自己存在感を高めら

れるようにしたい。 

○キャリア教育の推進 
 

高校３年間を見通し、各学年及び

各学科に応じた進路ガイダンス

や進路相談を通して、生徒の進路

意識の高揚を図る。 

生徒アンケート「進路意識

の高揚」 
・90 ％以上 A 
・70 ％以上 B 
・70 ％未満 C 

生徒アンケート(2 学期

末実施)結果「進路意識

が高まった(36.0％)、

あ る 程 度 高 ま っ た

(54.7％)」計 90.7%(昨
年比+3.3％ 

A 

昨年よりも+3.3％向上して

いる。今後も、継続して生

徒の進路意識を高揚出来る

ように指導法の改善を図

る。 

 ・生徒の未来は明るいと感

じた。今後も色々な見聞を広

め他人の１歩ではなく自分

の１歩であって欲しい。 
 

○５学科の特性を生か

した連携の深化 

学科間相互の調整を図りながら、

校内・地域社会での連携や協働で

きる場面をより多く提供する。ま

た、活動を通し得られた実践的・

体験的な学びが、先を見据え持続

可能な社会に貢献できる広い視

野を養う。 

生徒アンケート「市や企業

との協働など、各学科が特

色を活かした活動をしてい

る」割合 
・90 ％以上 A 
・70 ％以上 B 
・70 ％未満 C 

生徒アンケートで、Ａ 
（そう思う）Ｂ（大体

そう思う）が 91％であ

った。各学科の活動が

生徒に認知されてい

る。 

 
 
Ａ 

これまでの取組が定着して

いる。今後は、活動場面で

得られた学びを探究につな

げ、社会貢献できる人材育

成のために各学科の創意工

夫も必要である。 
 

 ・各学科の特性を生かした

取り組みや生徒の探究につ

いては大学よりも先進的に

行われているように感じる。

地域密着型で素晴らしい。拓

陽高校と関わりたいと思っ

ている企業も多数ある。 
 

 

 


